
あなたと博物館

莱:.L ;!ItlL.一対育I-LI.ji匪1;
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旧胃雷撃瞭Tdh263-32-5725

｢明治7年諸事綴｣ -文部省選楓が突磯となった学枚整備-

現在､重要文化財旧開智学校校舎では､記念展
ごんILい/.･が　や‡もJJ　てる

｢開智学校にみる進取の気風一教育権令永山盛輝
とうI7▲う/=ていしせいじr>･)

と棟梁立石晴重｣を開催しています｡その中で展

示している資料に､ ｢明治7年諸事綴｣という資料

があります｡その名のとおり､明治7年の開智学校

で作成された雑多な書類が綴じられた資料です｡

今回は､この綴りからみえる当時の学校を巡る動

きについて紹介します｡

E)綴られている曽類

中にある書類で多いのは､学校備品の購入や修

繕の依頼､学校への通達です｡

備品購入願いの多くには､生徒が増えたため､

机やイスが足りないので購入したいと記されてい

ます｡これは､明治7年3月から教育振興のために

行われた筑摩県権令永山盛輝の県内巡視の成果に

より､生徒が増加したためといえるでしょう｡ほか

にも､教員の月給報告や忌引きによる教員の欠席

報告など､さまざまな書類が綴られています｡

臼文部省官員の県内巡視
綴られている書類の時期をみると､全体の4分

の3ほどが明治7年7月から9月に集中しています｡

この時期にこれだけ集中したのは､文部省官員の

県内巡視があったためと考えられます｡

文部省官員が､筑摩県を含む第2大学区の学校巡

視に来たのは､同年9月下旬のことです｡ 7月4日に

文部省から巡視の通達があり､それ以来､筑摩県

下では学校の整備が急ピッチで進められます｡この

経緯について､中村一雄の｢説諭要略記｣によ

ると､文部省から通達の後､永山から県下の各学校

に4つの整備条項が示されたといいます｡それは､

(丑校則･教則の整備､ ②器械･書籍の完備(机･

イス･地球儀･暗射図など) ､ (卦生徒の行状､ ④教

員の補充です｡また､不就学者名簿や学校出納帳

などの書類提出も求められたとされています｡

この時期の書類には､ほかに地球儀や暗射図購入

の願いなどが綴られており､永山の督励を受けて

のものだということがわかります｡

9月12日の書類には､ ｢本月下旬文部省官員御派

出二付過日渡辺千秋殿御巡校予メ不体裁之廉御承

知モ可被為在右二付尚二校共検査任侠処｣破損個

所が多く修繕が必要だが､ ｢最早御派出日限モ

差迫｣っているので､早速指揮をされたいとあり

ます｡文部省の巡視が迫り､あちこちが壊れた学

校では｢不体裁｣ということで､学校から修繕が

願い出されていたのです｡

また､文部省の巡視後です

が､ 11月に開智学校より｢当校

器械先般文部省御派出前予備品

設置侯処近頃引続入校多不足二

付｣､机とイスを購入したいとい

う願いが出されています｡これ

も､永山の教育振興の成果を示

すとともに､文部省官員の巡視

に合わせて器械整備が進められ

たことを表しています｡余談で

すが､こうした購入･修繕の資

金には､ ｢校金｣のほかに｢廃寺買

却金｣が充てられています｡寺

の建物が教室に使われただけで

はなく､廃寺の売却金のように､資

金面でも廃仏鼓釈が果たした役

割は大きかったようです｡

r明治7年諸事綴J内の校舎修絹の伺い

E) r諸事綴｣が示す学校の動き

教育振興をすすめた永山にとって､文部省の県

内巡視は格好の晴れ舞台であったでしょう｡文部

省に県下の教育水準を知らしめるため､より一層

学校整備に力を入れたことが｢諸事綴｣から見て

取れます｡その気合の入れようは､同じく綴られ

ている次の書類からも想像できます｡それは､

｢暑中休業可相成之処文部省官員迎校前二付時間

ヲ縮メ午前第七時より同第十一時迄授業可致侯事

但明廿一日より八月十五日迄｣というものです｡

本来なら夏休みの時期ですが､文部省官員を迎え

る前なので､午前中だけ授業を行うと書かれてい

ます｡子どもにはとんだとばっちりだったかもし

れませんが､教育が盛んなことを示すための､永

山の意気込みといえるのではないでしょうか｡

永山自身の県内巡視など､様々な学校整備の施

策が行われていた当時､この文部省巡視も大きな

トピックの一つだったといえるでしょう｡一見､

雑多な書類の束にみえるこの綴りにも､重要な歴

史が隠されているのです｡

(重文旧開智学校校舎学芸員/遠藤正教)

[参考文献】中村-J8 r脱輪要略軌(中村-Ji監修r復刻耽輪要略.1昭和45年に所収)

記念展r開智学校にみる進取の気風
一教育権令永山盛坪と棟梁立石清圭一｣

9月21日〇一1 1月24日●
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旧制高等学校記念館Td.0263-35J226

金高展｢旧制高枚出身者名人の書簡｣

かつて全国に41校を数えた旧制高等学校は､明治

19年(1886)に設置が開始されてから昭和25年

(1950)にその歴史を

閉じるまでの間､帝

国大学への進学に先

立つ予備教育の場と

して､多くの優れた

人材を育てました｡

文学者や政治家など

世間に知られた方も

多いのですが､あま

り知られていなくて

も､それぞれの専門

分野で力を尽くされ

た方も少なくありま

せん｡

皆､絡
川端康成はがきr恭賀新年J (昭和29年1月5日消印)

松本市歴史の里Tel.0263-47-45 1 5

その全容を一度に紹介することはとうていできません

が､本展では旧制高等学校資料研究会の協力により､

旧制高校で学び､文学･自然科学･工学･教育など様々

な分野で活躍した著名人が残した手紙やはがき､代表

的な著書など約80点を展示しま1.

あわせて､著名人の肖像とその業範をデザイン

した切手の拡大パネルや､若き青春の日をしのぶ

旧制高校生時代の写真パネルも展示します｡

多くの直筆書簡にふれていただき､それぞれの

方の業績や著作に興味を持っていただくきっかけ

になれば幸いです｡

(旧制高等学校記念館学芸員/臼井邦彦)

企画展r旧制高校出身著名人の雷簡｣

10月12日●～12月8日●

エ女痛宝来屋の南幌

松本市歴史の里では､ 11月24日(日)まで､企

画展｢工女宿宝来屋のくらし～山里の明治･大正

時代～｣を開催しています｡展覧会場では､宝来

屋で使われていた道具や､奈川地区の民具約50点

を展示しています｡今回､この中から､宝来屋に

伝わる宿帳を紹介します｡

宿帳は､宝来屋の宿泊客が記録されたもので､

到着や出発日時､目的地､職業､年齢などが書か

れています｡主な記載時期は大正2年(1913)から

8年までで､それ以外の期間の宿帳は残っていませ

んが､当時の宝来屋の宿泊客について知ることが

できる貴重な資料です｡

宿帳からは､大正時代の宝来屋の宿泊客の6割

が､製糸関係者(工女など)で占められているこ

とがわかります｡この頃の長野県は､製糸業が発

展しており､飛騨地方から諏訪地方に行く製糸関

係者が多く宿泊していたことを裏付けています｡

こうした製糸関係者は､団体で泊まることが多

く､宿帳では､最大86名の団体が確認できます｡

こうした多人数の団体の宿泊も､大正5年以降から

は確認できなくなり､工女宿が衰退していく様子

がわかります｡

宝来屋の隆盛から衰退までを物語る資料を､ぜひ

展示会場でご覧ください｡

(松本市歴史の里学芸員/宮井博樹)

宿帳

企画展r工女宿宝来屋のくらし～山里の明治･大正時代～｣

9月28日●～1 1月24日●
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松本民芸館から　　℡0263_33.1569

企画展｢刺し子と棄北の民芸｣
/ItF7KJ外地の刺し(･や.舶北地Jjならではの陶磁ali･碓

1二祉IT.･ ･鮎糸llJll'1などを_r･Ij卓示します

会　期10JJ29ll(火)～ll:J戊26年lJJ26H川)

会　槻　松本比芸館

枇比料　3g.;ii'跳旺*':i

講演会｢住まいと民芸』

職人のT･-什■JHここだわった什't:づくりやfL王統に則ってrlT一

民家に新しい命を吹き込む家づくりに収糾むiB築家が11･'.

まいとlt芸について脚はす､

H　時11JJ23H日1.) ′1'･後1時～3時

会　槻　松本比芸鈍

延　u　40人

聴講料　通常糾乾料
講　師　川L･.Ji･'.-氏1級班築l:

申込み　松本は芸餌まで

℡0263･32-01 33

学部松本･博物館
第27風丁勧館楽学｣対談

11　時12J171日f･.) 'I'117110時30'Jl～JI･:′l'･

会　場　松本Flf;/-J･Ei物飾2僻.8116.:

テーマ｢机神地盤としてのl′】梓派
～1.洲における民芸JIJ!助から

その上■t-朴lに迫る～｣ (仮)

対談R　抑1tVJ･JF:人氏(松本fJJl･5･物餌協議会委Il)
･';.こけulJj仲( IIJ- t'l'.博物館　一';I:芸上目

聴講料　200円

学部松本･博物館
第16回学芸員松本モノ語り

日　時12月1411(土) Jr･前10時30分-ll:.′r･

会　場　松本lfJ'立博物館2防講堂
テーマ　掛1は流軸L'li･寺沢のL描三

一日二rl'時代に松本の人は

水'.I.'･とどう向きあったのか-

:汀iりT･-　r耶I-l聡(lfJ'_t'(..博物館///謀Ii補佐)

聴講料　200日

年中行事シリーズ｢冬至かはちゃサービス｣

11　時12月2211日日
'lこ前10時～無くなり次節終J'

会　槻　松本IrJh'/-_博物館1肺ロビー

重要文化財旧開智学校校舎から℡0263･32.5725

第7回明治の授業

重要文化財馬場家住宅から℡0263_85_5070

お茶席の会

I川mJ,./;I:校校frFの中でlIJJ榊封じの授ge'を体験してみま　u　時11月10日川) 'r･J前110時-11三1-1

せんか

日　時1川171日lH
'r･前9時30分- ′lJ･後0時30分

会　槻･Tt:丈IH閲即iE:佼校舎l肝特別貼示宅

対　象　小学5年･'J･'.の親(A

延　Il　親了･終20名ずつ

申込み･.ti講で"1F;;脚学校まで

℡0263-35-6226

会　城　端城家住宅i:.ら,I_

参加J料　地常軌駄科

講　師　松風の会(衣T一家)

申込み　小安

ぞうり作り体験教室

日　時11月23LJH:) 1--前10時～′1'･後3時

会　場　馬槻家作/ti･'.h圭

j I,a H lo泉

参加料1.800日
L11込みl川20日(衣)までに屯..J古で.I.li城東住宅へ

はた織り体験教室(裂布･ポロ掠り)

H　　時11JJ2311日-.)

1 'r-JIJfI10時～止Ir･

妻LF後1時-3時

会　%L .lFa域'#作宅門rt貼

参加料1.000FlJ
I/E　11各617

講　師　牡級の会

申込み11月20日(水)までに'tLZ;再で鵜城射l･'.宅へ

第122固

サロンあかたの貢那私と中国一出会いと今｣そば打ち体験教室

1 1本jfi教師として19933F:･から川:･抑lJlAJに滞小:きれたご

祥験から. ､l'JIi川l会った倖秀なl■J-･'.[三たちとの/I':ひと交わり

について､また税在のrlI回や相川との側係についておufl･

いただきます

日　時11日91日l･.) -'1二紘1時30分-4時

会　場　あがたの森文化会館1-5教範

訪越壮快　下Lllr11誠子氏

聴講料　無料

企画展｢旧制高校出身著名人の書簡｣

丈.Lj': ･.1;i':術･政治など､さまざまな分野でiJi排したl什別l':,A)'

枝川身のIn-･名人約60人を‥ll:的や器･.特､人物切T'･などで

郁介しますJ

会　期10JH21日｣二)～12日81日11)

会　槻　旧制高等学校,記念飾ギャラリー

枇艶科.W.:料

四賀化石館から　　t10263-64.3900

｢化石教室｣レプリカ作りコース

アンモナイトやpミ柴虫の化イT-のレ7リカを作I)ます

日　時11月30IlU二)

I tI二前9時～11時30JJl
･2午後1時-3時30分

会　場　四Tl.化才掘

起　n　各IL]130人(′Jl/;'=JL:_以卜は帆避#･と参加)

参加料　500m(糾比料を含む)

巾込みl削ほでに･.u"fiでMllll化LI潤はで

あとがき

loJHHからl川村智,./;:佼勤務となりました　的11.1iがbliニュースの鮎lJiで

した:8月の)i一l.L.I;I.后両件卜の子i l'.一作や北1..-也IIJ'1ミ会なと.今il=･もl川AJ軒は

注11を触めています　火ていただいたJJ-(こ松本の/i::びについて蛙じ取っても

らえるような揃日をこれからも多く行っていきたいです　　　　　(ll E)

4

日　時IIJ124H日日'r･前9時～Jr'.lr･

会　場.[.li城家住宅i=.h号

参加料　5001リ
'lii　11 20YT

申込み11月6日(水)から'LuJ再で端物家住宅へ
･Rl.Li城雀11-:'七前ではお菜JfXりまつりがrliJ催きれます-

馬場屋敷ピアノリサイタル

H　時12月14日(l･.) 'I'･後2時一

会　域.(.I.i槻家什rt i:.h't.

参加料　撫料

il'Jf秦肴　ヤスヨ･テラシマ･ヴェアハーン氏

松本地方の御柱展

松本地方にJt:.月の帆円として蝿る｢御椎｣の行●沖を郁介

します

会　期12日7I目上)～､l･:成26中川191日‖)

会　槻　鵬城家住宅i･･.h主

税虹料　通骨組毘料

松本市内田地区荒井のおんへ

あなたと博物鵬No.189
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